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が
必
要
で
は
な
い
か
。

土
地
の
状
況
が
す
ぐ
わ
か

る
よ
う
に
一
筆
ご
と
の
カ

ル
テ
調
書
を
作
成
し
、
そ
の
分

析
を
も
と
に
売
却
、
貸
付
等
そ

れ
ぞ
れ
の
土
地
の
最
良
の
活
用

法
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　　

住
民
票
等
の
電
話
予
約
受

付
、
郵
送
受
付
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
る
予
約
申
請
な
ど
、

市
の
窓
口
業
務
の
予
約
受
付
に

対
す
る
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

職
員
提
案
制
度
の
中
で
、

住
民
票
等
の
予
約
を
受
け

て
あ
ら
か
じ
め
作
成
し
、
昼
休

み
や
午
後
五
時
以
降
に
交
付
す

る
と
い
う
提
案
が
出
さ
れ
、
採

用
さ
れ
た
。
現
在
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
と
市
民
課
、

税
務
課
で
検
討
し
て
お
り
、
今

年
度
中
に
実
施
し
た
い
。

住
基
ネ
ッ
ト
の
二
次
稼
働

が
始
ま
っ
た
が
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
対
策
は
万
全
か
。

　

ま
た
、
独
自
の
多
目
的
サ
ー

ビ
ス
を
計
画
し
て
い
る
自
治
体

が
あ
る
が
、蒲
郡
市
は
ど
う
か
。

不
正
行
為
が
発
生
し
た
場

合
は
通
信
を
遮
断
す
る
。

職
員
の
資
質
向
上
も
図
っ
て
い

る
。
住
基
カ
ー
ド
は
不
正
利
用
、

偽
造
の
防
止
対
策
を
し
て
い
る
。

　

カ
ー
ド
を
利
用
す
る
独
自
の

サ
ー
ビ
ス
は
調
査
、
検
討
し
た

が
、
す
ぐ
に
実
行
に
移
す
と
い

う
結
論
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　　

「
110
番
の
家
」
に
な
っ
て
い

る
人
の
講
習
会
を
開
い
た

り
、
公
用
車
に
110
番
の
ス
テ
ッ

カ
ー
を
貼
っ
て
は
ど
う
か
。

講
習
会
は
一
度
警
察
署
と

協
議
し
た
い
。
ス
テ
ッ
カ

ー
は
よ
く
稼
働
す
る
公
用
車
へ

の
導
入
を
検
討
し
た
い
。

　

蒲
郡
で
は
〇
歳
か
ら
二
歳

ま
で
の
低
年
齢
児
は
、
全

体
の
七
％
し
か
保
育
所
で
受
け

入
れ
て
い
な
い
。
豊
川
は
十
五

％
、
豊
橋
は
二
〇
％
で
あ
る
。

　

受
け
入
れ
水
準
向
上
の
た

め
、
民
間
の
力
を
積
極
的
に
活

用
し
て
は
ど
う
か
。

市
が
昨
年
度
に
低
年
齢
児

保
育
に
費
や
し
た
額
は
約

二
億
七
千
六
百
万
円
で
あ
る
。

現
在
、
民
間
の
力
を
積
極
的
に

借
り
る
手
法
を
検
討
し
て
い
る
。

　　

蒲
郡
は
周
辺
市
町
に
先
駆

け
、
水
源
地
保
全
の
た
め

一
ト
ン
一
円
の
基
金
を
導
入
し

た
。
蒲
郡
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
と
る
べ
き
だ
。
基
金
は
バ
イ

オ
マ
ス
の
研
究
な
ど
に
役
立
て

て
い
た
だ
き
た
い
が
ど
う
か
。

大
学
関
係
者
な
ど
と
協

議
し
な
が
ら
、
有
効
活
用

に
努
め
た
い
と
思
う
。

　

金
原
市
長
の
就
任
か
ら
四

年
が
経
つ
。
行
政
改
革
の

実
績
と
今
後
の
方
針
は
。

市
職
員
数
の
削
減
は
目

標
を
上
回
っ
て
い
る
。
補

助
金
の
削
減
は
目
標
に
は
及
ば

な
い
が
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　

行
政
改
革
大
綱
は
見
直
し
て

い
る
。
事
業
評
価
制
度
は
、
今

年
度
か
ら
三
年
間
で
全
事
業
を

対
象
と
し
て
い
る
。
将
来
は
外

部
評
価
も
検
討
し
、
行
政
改
革

の
一
つ
の
柱
と
し
た
い
。

　

国
の
三
位
一
体
改
革
が
進

む
な
か
、
市
財
政
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

歳
出
抑
制
な
ど
健
全
財
政

に
心
が
け
る
。
社
会
福
祉

協
議
会
等
に
給
与
と
し
て
補
助

金
等
を
支
給
し
て
い
る
の
は
、

市
職
員
の
採
用
よ
り
安
く
済
む

か
ら
で
あ
る
。
民
間
委
託
も
良

い
も
の
は
積
極
的
に
行
い
た
い
。
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窓
口
業
務
の
予
約
受
付
に

つ
い
て

住
基
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て

こ
ど
も
110
番
の

周
知
を

低
年
齢
児
保
育
に

積
極
的
な
民
間
活
用
を

水
道
水
源
基
金
の

有
効
活
用
を

行
政
改
革
の

今
後
の
方
針
は

財
政
の
立
て
直
し
を
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